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⑤マッサージ 

 

７・８年前から介助の仕事をしている。そんな

中で知り合った視覚障害者の男性がいる。結婚し

ていて、開業してマッサージの仕事をしていた。

年齢は 30代後半から、40代前半くらいか。商

売柄、話すのが上手で気さくで親切な人だった。

視力が悪く肩の凝りやすい私は、たまに彼のとこ

ろへ行ってマッサージを受けるようになっていた。 

友人のような関係になっていたこともあり、私

は「ちゃんと払うよ」と言っていたが、彼は「い

いよ、いいよ」と言って、いつもマッサージ代を

負けてくれていて、何気に助かっていた。 

 

３年くらい前のある日、マッサージを受けるた

めに彼の店へいった。台の上に横になりマッサー

ジを受け始めた。彼はいつものように脚からマッ

サージをし始めた。ああ気持ちいい、極楽・・・。

マッサージってほんと気持ちいいよね・・・。 

徐々にリラックスしてきた頃、彼の手が何故か

私の上着の中に入ってきた。ん？ そして腹のあ

たりをマッサージしている。なんとなく違和感を

感じた。そこまでならまだしも、手は徐々に上の

方へ伸びてくる。そして胸の周囲を這い始めた。

なんで服の中に手を入れるんだろう？ 今までは

ずっと服の上からしていたのに。直接肌の上から

やることもあるんだろうか・・・？ わからなか

った。少しずつ体が緊張し始めていた。 

そしてとうとう手は下着の中に入ってきて直接

胸のあたりを撫で始めた。彼はずっと何か話して

いる。何を話したかはよく覚えていない。「乳腺が

張っている・・」とか生理のこととか、女性の体

質についても彼が話していたような気がする。そ

んな彼の話に気をとられ私の体は無防備になり、

彼の手にされるがままになっていた。 

最後、彼の手が乳首にも触れたときは「えっ？」

という感じもあったが、それでもまだ私は「こん

なふうにやることもあるんだろうか？」くらいに

思っていた。彼は冷静に話を続けていた。しかし、

なんか状況がいつもと違うと感じはした。 

マッサージも終盤になると、いつものように彼

は、私の上半身を起こし抱えるような感じで、体

をねじって腕を強く引っ張るような動作に入った。

痛さもあるがこれがなかなか効くのだ。体がミシ

ミシいっている。このときどうしてもマッサージ

師と体が密着する。この動作が終わればマッサー

ジは終りのはずなのだが、なぜかこの日、彼は私

から離れなかった。 

ん？ なんか変だぞ、彼の息づかいが荒くなっ

ている。ハー、ハー言っている。そしてそのまま

彼は私を何度かギュッとキツく抱きしめ、しつこ

く頬ずり（！）をし始めた。 

「ひえー、こいつヤバイ！」 

私はこのときやっとセクハラされていることに

気付いた。（遅かった） 

「ちょっと、やめてよ！」 

私はそう言って彼の体を振り払うと、彼は慌て

て「あ、ん、やんない、やんない」と言った（気

がする。） 幸い（？）彼は体もそんなにデカくな

いし、こう言ってはなんだが目が見えない。「やん

ない、やんない」って何をだよ！？ 犯す気だっ

たんかい！  

私は「じゃ、帰るから！」といってそのままそ

の場を逃げ出した気がする。 

性被害をど う 思いま すか？ 
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クソ！ やられた。やっぱりセクハラだったの

だ。 っていうか、「強制わいせつ」？？ 

職業上の立場をうまく利用してやりやがった。  

私がアホだった。なぜ気付かなかったのだ。裸の

胸をマッサージされた時点でなぜ気付かなかった

のだ。・・・いや、でも本当にわからなかった。そ

のとき彼は興奮もせず冷静だった。普通に話をし

ていた。私は「こんなやりかたもあるのかなあ？」

くらいに思ってしまった。そして何よりも私は彼

を信頼していた。視覚障害という社会的ハンディ

はあっても、気さくで親切で楽しい人柄だった。 

懐いてしまった自分がいけなかったのか、彼の

好意に甘えて安くやってもらっていた自分にも非

があったのか。私がまず感じたのは、そんないわ

ゆる「自責の念」だった。いつまでも人には言わ

なかった。彼は、意識的にか無意識にか知らない

が、自分に懐いてくる私につけ込んだのかもしれ

ない。そうだとしたら、見知らぬ他人にやられる

より、ある意味質の悪いことだ。ある程度人権意

識のある冷静な人なら、「いや、そんなことないよ、

悪いのは彼の方だよ」と言ってくれるだろう。（も

ちろん、「おまえも悪いよ」と言う人もいるだろ

う。）でもそう簡単に割りきれず、なぜか自己嫌悪

に陥ってしまうものなのだ。 

彼は私が介助者として登録している団体に利用

者として関わり、時々サービスを受けている。縁

を切ろうにも、仕事上で直接顔を合わせることは

ほとんどないにしても、何かしら関わらざるを得

ないこともあるだろう。今後彼との関係をどうし

ていけばよいのか、悩ましかった。 

（あと1回・・・） 


